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1、テーマ設定の理磨
：
ＦＺ
国際理解教育は、戦後に広まったもので教育史においては比較的新しい分野である。２１世縮
巻迎える今、蕊域・平和・経済・開発等、国家間を越え地球規模で取り組むべき課題峰山積し
各国では国際人として活躍できる人材を養成している。ている。従って、 日本もまた、国際社
会に蝿萱愚日本人としての自覚を育成（文部省「小学校学習梼導要領総則」第一章より）した
いと考えている。小学校、中学校、高等学校においては零今回の学習指導要領で「総合的な学
習の時濁」が導入されることにばつた。そこでは、情報、環轤、福祉・健康と共に国際理解が
例示されている。しかし､一言に国際理解と言っても、 現場の教職員は混乱している。優秀な教
師たちが自信を持てず､英語が話せ芯いと悲観してしまう こともあるようである｡そこで、国際理
解教育をいかに行っていったら良いのか､将来教職を目矯す者として湾察してみたいと思った。
また筆者は、1999年の春に３ヶ月闇ではあるが、 英国の語学学校で語学留学をして来た｡ 同
世代の各国（東鱈ヨーロッパ、中東アジア、南米）の学生と触れ合う機会があり、宗教、習慣、
価償観など様々な文化的背景の違いを実感することができた。10人程度のクラスで、筆者以外が
全て西軟の学生だった時期は、 話の節々でマイノリティ 一としての心細さを感じることもあ弓
輝。この時、
ヨン彰取鳥‘
関わり方がビジネスではなく厭常生活であったからでもあるが、 コミュニケーシ
を るのに、語学力と
話してみたい魁友達に江（
しての英語が達者であ愚というのは大き趣要素ではないと実感した。
友 りたい、 とす愚感覚は各文化を超越したものだと老えられるロ その環
蝋で、 語学学校の教師が口を揃えてrEi本人の学生はおとなしく、 こちらから懸冤醤求２６ばけ
れば、讃極的に発言してくる学生がほとんどいない｡」と言われた。これは彼らのステレオタイ
プに過ぎ趣い◎今後全ての子どもたちに、如何芯る環境にも柔軟に適応し、臆することなく眉
分を襲溌できる人挺なってもらいたいと考えている。 そのため、小学校における国際理解教育
で何を育てていったらいいのか、考繋していきたい｡
2．キーワード!ごついて（省鵬）
3．論文の展望 (省略）
研究方法狸ついて４．
Ｉ
(省略）
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SeGtiOnl…屋際理解教育の黛的
ア）『国際理解」が内包するもの
§
ユネスコが示しだ『国際理解と国際協力のための教育』に基き､日本ではこれを省略して「国際
理解教育」と呼ぶように趣っだ｡1974年11月にパリで行われた第18回ユネスコ総会では､｢国際
理解・国際協力および国際平和のための教育趣らびに人権及び基本的自由についての教育に関
する勧雷｣が採択された｡その率で､各国教育政策瞳以下の7点に留意し趣ければならないとした。
①すべての段階及び形態の教育に、国際的側面と灘界的観点を持たせる。
②すべての民族、その文化・文明・価値・生活様式（国際の民族文化及び他国民の文化諾念
晩
け
；
む）鵬対する理解と慈璽。③
④
⑤
諸民族及び諸国民の間に澱界的な相互依存関係が増大している蕊の認識、
他の人々と交信する能力の畜成
権利を擁るだけでなく、個人、社会藥団及び国家には、それぞれ相互に負うべき義務があ
ることを知る。
⑥国際的趣連帯及び協力について（
⑦一人ひとりが自分の属する社会、
つこと。
国際的趣連帯及び協力についての理解
国家および世界全体の譜問題の解決に参加する用意巻隷
「国際理解教育（educationforinternationalunderstandjng)」は、一般的に教育現場で
用いられている用語である。しかし、この--言には多様救内容が含まれているといわれている。
例えば、海外・帰国子女教脅、異文化理解教篇、グローバル教青、開発教育、平和教育、国際
化に対応する教育、国際教育などである。これらがどのような相違関連を示し、一語の『国際
理解教育』と考えられているのかば、現場の教師ばかりで趣く、教育関係者や研究者の鞠でも
論議がある。
イ）国際化に伴っての教育方針（省略）
ウ）鴎際理解教育に鰯する研究者の見解〈省略）
Sectfon2…国蕊理解教育の軌跡
ア）ユネス画による提唱と日本
(省略）
雫）国内での取り組み
ウ）臨教審答申の中での国際理解
エ）掌習指導要領へ
ＸＣｈａｐｔｅｒＩＩ；国際理解教育の研究間
身近な地域桂会から段階を踏んで学習する小学校において、視野の広い国際理解教育巻どの
ように同時に羅開していったら良いのか、現職の先生方の研究授業等を通じて研究していく。
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小学校における国際理解教育
…英語と国際理解教育SectiorI1
国際理解教育と英語との関連はどのような背景からなるものなのか。国内ばか りではなく、世 ｎ点気侭爲念印
界的態意識調査を下に考察していく。 小学校において英語を外国譜教育として取り入れまた輿
！
ること雁対して、考察していく。
⑪
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国際語とし鷺の英語ア）
と 興味深い表がある。こに竃国立嵐讓研究所が1997年～1998年に３次にわたって調査した、 侭
表１の質問文は、「今後世界のコミュニケーションで何語が必嬰になると職いますか｡j母語も含
めてすべてお答え下さい｡(園［'１回答、機数回答可)』というものである｡調査対象圏･地域職、日
本を含め28に及んでおり､洲査警護は､このうち５ヶ国で同じ国ながら､－言語では済まなかった。
|籍rlDJ ので
か
豪１）今後世界のコミュニケーシニンで必要となる言語（複数回答可）
国立国語研究所調煮１９９７鎌-1998年（文部省「教育と橋報」2000年９月５頁より）
（数値は％〕
第２位第３位第４位第５位
スペイン語５６日本語２３フランス語１８中国語１３
ポルトガル語２８スペイン語２４フランス語８貸本霧５
スペイン語２５フランス語９ポルトガル語５イタリア語４
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プル醤ンヂン
ペイン語５フランス語３７ ドイツ語１２ポルトガル 語８２ ス 魁
カステイリア藷591フランス語２９ドイツ語２３カタルニア語４
フランス語２９ドイツ語２１スペイン譜１２イタリア語10
フランス語５５スペイン語３５ドイツ語３０中国語ｆ
フランス語５６ドイツ語３９スペイン語１６日本語】Ｏ
ドイツ語５４フランス語８２スペイン語１７ロシア語X３
スペイン語３４フランス語２６ドイツ語１９オランダ語１５
ドイツ語６７フランス語２６ロシア語６ハンガリー語６
ロシア語７１ドイツ語３１フランス語１８日率霊７‐
ドイツ語３６トルコ語３５フランス語２３日本語１１
フランス語３１アラビア語２２へプライ語１５スペイン語１０
アラビア語６６フランス語３６ドイツ語１５イタリア語５
ハウザ語３０ヨルパ語２１イポ語１４ピジン藷４
日本語５０中国語２９フランス語Ｉ８ドイツ語１１
ヒンディ語３２マラテイ藷１１フランス語Ｂｉベンガル語７
中国語４１日本語１３フランス語７ドイツ語a
タイ語２２中国語１５日本語１０フランス語５
インドネシア藷４９日本語８アラビア語８フランス語５
タガログ語２５スペイン藷６中国語４日本語３
フランス語３６中国語1９ベトナム譜１６日本語９
モンゴル語３９ロシア語３３中国語２０Ｉ日本語２O
北京語３６日本語１７台湾藷８スペイン語１
中国語６５日本語２１フランス語８ロシア語６
韓国語４８日本語４３中国語２２フランス語１４
目本譜２１中園語９フランス語２スペイン語１
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ここには、各国!ごおける回答比率の多かった順に上位5位までの言語を示している。ポルトガ
ルを除くすべての国や地域で、英語が9割前後の圧倒的な支持を得ている。この結果は、比較的
多くの人々に受け入れられる結果であろう。この繍果から、好むと好まざるとに関わらず、英
｡、
藤は鬮際語として意識され、
図１今後世界のコミュニケ
世界中で鑓も話す人が多い言語であると言える。
ーションで必要となる言譜 國鷺ンデイ藷
囮モンゴル蕊
ロ北京語
ロイタリア鱈
ロトルコ篭
画マラディ語
右かぢ時計回りに
閏英語
圏フランス語
画日本語
ロドイツg吾
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騨画シア語
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國覆ジン語
圏ペン五沁篭
しかし、調査対象地域に多少の偏りがあるとはいえ、図1の円グラフにおける、日本語の位邇
も確認しておきたい。これは、上記の調査結果を蕊に、鑛者が、鏑１位に準げられた言語に５ポ
イント、 第２位に４ポイント…蕊５位に１ポイントとして得点襖擁し、 対象となった言語の支持
イント換算する上で、ス
、１１１図譜の中に北京語と
醤百分率にⅡ)したものである。ここでお断りしておきたいのだが、ポ
ペイン語の111にカスティリア譜とカタルニア語を岡一語として、 また、
台湾語を同一語として計算した。
以上、 2つの鐡料から読み取れる点をIljM雛してみたい。
コミュニケーション手段として、英語が国際語としての世界共通認識とされている熱。
他国の支持を得ているにもかかわらず、Ｅｉ本人の日本語への意識が薄い。
＊
蝦
＊
地域iMH（アジア、ヨーロッパ韓）が結果を左撤している。
ざ）国際化における日本語
このようば結果も、小学校における外国語戦費導入に対する反対意見が生まれてくる背景と
芯っているであろう。つまり、国語としてのEI本譜をしっかり身に付ける必要があい外国語
会話を取り入れる必要が難いとする意見である。 そ臣で、次に文化庁が平成11年渡に実施した
｢|勵譜に関する世論調鐵」の織果 (http://www･bUnka･ｇｏ.』p/7/2/２－H-1Lhtlnl）と共に譜察して
みたい。
近年、畷本譜を学ぶ外国人が大幅に地力Ⅱして、
９８
現荘は数葡万人に達すると鴬われ、 日本藷は
<`〉
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もはや劃本人だげのものではなくなったとも言われている。その上で、 「これから世界中で日本
それに対し、「そう思うＨ語を学ぶ人がもっと増えていくと良いと患うかiと霧ねた調査がある。
…
…と言う人は８１．８％と圧倒的で『そうとは思わない」人ば幾１％に遜誓なかった。
また、『日本語を学ぶ外国人の増加に期待すること』として、選択率が5鋤以上に上ったのは、
３
；以下の４選択肢である（複数回答可)。
日本人と外国人の交流がもっと盛んになる。 (６１．３％）承
＊日本の文化が世界の人にもっと理解されるように葱ろ。（57.7％）
５
＊日本語が世界でもっと逮じるようになる。（51.3％〕
＊世界の中に、日本や日本人に親しみを持つ人が堪える。（50.5％）
このような結果から、英語が国際語として認遡られ鞭がらも、鳳本語での交流、理解を期待し
ている日本人が多い。実際、遠くヨーロッパの国に旅行に行っても、客であ息日本人Ｉこ対応し
ようと、上手に日本譜で商売してくる現地の人の多さに驚くことがある。しかし、ＩＥＩ本譜は今
日の若者年層において、「ぼかし言葉』が広まっており、日本語醤用いて｢伝え合う」よりも「察
し合う」ことを童視している傾向にある。鷺れは、同じ文化的背蕊を持ち合わせている同士な
ら、通じるコミュニケーション法と言える。このままでば、外国人がＨ本譜を学び、我々と．
；
6Ｆ
ミュニケーションを取ろうと試みても、言葉醤越えた文化の違いから、理解しあえないのでは
ぱいだろうか。Ｅ本語を大切にできる日本人の育成は、国際化に伴って、さらに璽要江諜艤と
ぼってくると考えられる。
民
国際化{こ蒜ける言語教育（省略〉
学習指導要領1尾お織る外国語会話
１
１
；
ヴ
エ
オ (省略）
国際理解教育とＡＥＴ（省略）
SectionZ…小学校における実践幌
小学校にお吐愚実践は、研究開発校における活動が噸心である。 そこで、蕊瀞が訪ねた小学
狡の実銭例等を紹介していく。
東京都文京区議芝小学校(途中省略）文部省研究開発学校・文京区教育研究協力枝(1)
誠之小学校の特色は、以下の通りである。
＊担任教師の他、外国人講師、地域の人々（
〈せくする梯子が見られず、余裕のある中で、
できていた。
地域の人々の協力が密であること。そのため、担任教師があ
をれぞ論の授業者の得慰舂生かした授業展開が
英語活動と国際理解活動をはっきりと分けることで、 蕊中的に英語を学んだり、齢 i語を学んだり、アジア譜
とする活動が盛んである。国の理解にも努めることができている｡また ､日本について良く知ろう
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＜年間謄導内容＞
学年 英譜活動 国襟理解活動
慧轆蕊欝魏轤P鑿P鑛蕊驚譜iK綴辮駅了ii鰯庭生活、乗り物、買い物。ｉンス、世界の言葉でありがとう、日本の遊び､世、動作を浸す言い方、動物、数字電果物、活、乗り物、買い物。一； 湧於の言葉でありがとう、日本の遊 、
界のお話、
,瘻滕繁騨ｉｉｉ篝ill鱗 藍鞠i圏|蕊熨凛鍵iii穰鳧11;nXf震繍i富i震ｖ￣￣￣、ｒ靜印リマニがｎＳｙＦ＝Ｕ・幻、Ｐ塵ロ、ノＬｘＩＪ、Ｊに雛･って動作、形、数をたずねる、食べ物、り物、家騨i三活、買い物。 恥ｈ円〉防牢防卍患持つ、地域のお祭、年賀状作り、一つの国につ
いてクラスで調べる、日本の伝統文化躯親しむ
｡鴎繍繍識鱗:i鱒i蕊霧り、日本の伝統文化、外鬮の友達と文通をする Ｈ言い力、譲りKlZJ、 蘂》■塞噸繩鰯の能ツ芸イ銃Ｆ伝との鑪祷み、ご較罰比むの熱鐵にの楽鬮べ邦外調の誉卜体好ス、、し繩筆蕊・大金日・今色苣忌・・番日形話咋、繭、方、日いる騒言ね、の等方品を瀦用シ尋学一の、ポ辨藷嬢 丸凹江ＪｌＷ▲
調べ
ランゲーム、衣服閥
値段を聞く、買い物
物を持っているか尋ねろ、
口
友人を紹介する、誕生日、月名詞気分を尋ねi青少年赤十字について、袰鑪縦繍::鑛了藪鬮蘆麓鰄{;;WM1難 スポーツの起源、外国の外国の食習獲、日本と外率『ご￣岬。－､澤nつＦ暁－ＦH■ン足、ＦＰＩ全21ピン.Ｌの遊び体験雨地球I:鼠境についていも
衰現、識襲器具、ALXnの先生へのメッセージ、
自己紹介、四季、身体の具合の聞き方、学校施世界のニュースを蕊める、百人一首、世界に学ぶ談｡p､言い方、動物を紹介、～しているという表リサイクル、狂富、児童の権利に関する条約、政現、四則溌蕊の表現の仕方、料理、～したいの治や経涛泰掴したi廿兎とのっ蔵が、サイクル、狂言、児童の権利に関する条約、や経済を通した世界 つな り
に灯
料理、～したい
ft方、表現、道の尋ね赤買い物の
＊同校の実態調蟹によると、外掴人に慨れているものの、英語や国際理解活動は-12級雑にな
るほどｒ覚えなくては」というプレッシャーから、瀞手懲識や嫌悪感を嫌わっている子どもが
畷できている。（fI員胸指導内容は、同小学校「第３年次研究鯛発実施報醤諜」に蕊づき、蕊瀞が
まとめたものである）
(2)織浜市の取り組み
鑑浜市の小学校において、総合的芯学習の時間や特別活動の時織を遊して、
験的に学ぶ『国際理解教寵」を独自に展開している。（徴略）
異なる文化を体
(3) 私立小学校における英語教育の取り組み
私立田園調娠聾蕊小学校第6学年（指導；佐藤令雛先生）
小学校4年髄から3年間、「英語科」を取り入れている小学校の実践である。文法シラバスがあ
るものの、ねらいとする羨現を児鑓が自然と便剛する状況を識通し腱鬮されている。（省略）
(４） 東京学芸大学教背学部付臓竹早小学校の取り組み
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侭の興味・関心を探求する活動鯨して『たけのこタイム」が4年生以上に隔週で100分設けら
涼
Ｈ
何
脚
旧
ワ多瀧多鎌な専麗の授業が展開されて保護者・地域の人・付属の学生の協力を仰ぎ、れている。
(省略）公立枝における総合的葱学習の時濁と似通っている点がある。いる｡
岸押恥浜粉岬励恥(5)その他の取り組み－インターネット検索一（省略）
国際理解活動の中Ｉ己、言語鋪活動と非言語的活動様々な国際理解教育に関わる漉動を知り、
があると実感した。つまり、言葉を媒介に、
言葉は互いに通じ燕〈とも、ゲームや踊り、
互いの文化を理解しようとする活動がある一方で、
顔の表潤潅どで互いにわかりあう活動も実践され
ている。子どもたちは、言葉が遮じない相手との交流は、初めは不安を感じるものの、心が通
じ合えた喜びや感激は大きいようである。実際Ｉこ、国際理解教育で育てたい目標は、ゲームが
司
撹
出来ることではなく、言葉を覚え愚ことだけでは芯<、互いに理解し、良さを認め合える心の
持ちようではないかと考えている。
乳Chaprer週；国際理解教育で育てたいもの】
コミュニケーション手段を身に付けること臆互い国際化時代にいきる熟どもたちにとって、
を理解するための近道となる。同時|こ、地球市民としての意識を子どもたちが持つ学習も大切
である。これによって子どもたちは、世界中の様々な異文化を背景に活躍する人々の髄活・晋
澱・価値観などについて、亙いに蝉霞し合う態度を学ぶのである。これは、学校教育において
生徒橋導の領域で育てていきたい人柊形成のひとつであると考えることができる。
Secticnt…Ｔｈｉｎｋｇｌｃｂａｌｊｙ１ａＣｔｌｃｃａｌｉｙ・
ア）廼一的な爲本文化（省略）
イ）『思いは地球規摸で、行動は身近なところから」
これは、懲分の身近に多元的な価値観を尊重し合う態度を青成できるのか、いかにしたら、
WEFlzl本支部会畏の奥田填丈氏はグローバルとローカルの２つの語着目することから始まる｡
から「グローカル」という鐙譜を使用している。氏は、「まず、薗分はどうか、自分ならど・
ろか等を譜えてみることが大切である。その場合、闇分だけでなく、自分の周辺はどうか、
力､、自分ならどうす
、周辺はどうか、目
している（1999年度
ている中でも、潤分
分の住んでいる地域ではどうか等も薦'一分慎重に考え蔵ければ芯らない｡」と
国際化、国際理解と声衛になっ
ていくことが、やがて世界規模で考えることを可能
一鑑巍人シ雲お論警慨してい話鶏舎騏脱ｈＬいかに
ＷＥＦ国Ｉ際教祷フォーラム発議要項より)。
をしっかり見つめ自分の身近な所から考えていくことが、やがて世界規模で嵩えるこ《
にしている。鮒述した帰国子女等の例でも、蕊界人と言われ苦悩している場合もあり、
それぞれの良さを伸ばしていくかを考えていく必要がある。
(7) 9M国
Sectic狂２…国簿理解教育指導計画案
国際理解教寶を展臓していくための簡単趣活動案誉、以下の通り考察してみた。教科として
存在して離較いため、総合的趣学習の時闘の中ばかりでなく、各教科等と関連させて計画して
みた。
府
腱
；
り
指導案
世界の様々態お正月（第6学年／抵会）
ケニアの中学生（第6学年／国語）
ボランティアの意義（第５学年／道徳）
トルテイージヤ作り（第5学年／家庭科）
、
ノ
ア
①
②
③
④
⑤
⑥
魔
クラスのホームページ作り（第4学年／総合・情報）
ｒ日本で生活して』（第4学年／遺徳、社会、国語）
⑦英語って楽しいな（第３学年／音楽、 体憲）
(指導案省略）
イ〉指導案についての警察
①の指導案について
小学生は、知っている国や行ってみたい園は限られており、－股に開発国に対する繍識は無
知に近いようであぉ。そこで、今卿賢料として用意したのは、「ネパール」「スリランカ』「タイｊ
｢ブータン」『ラオスｊ「中国」「モンゴル」『フィリピン」「マレーシア」「エチオピア」「セネガ
ル」「ハンガリー」「ポーランド」「グアテマラ」『パナマｊ「パラグアイ」「ボリビアｊ「ヨルダン」
『フィジー」「トンガ」の20の国々である。まず、どこの地域にあるかということを認くさ赴る
ことで、地図帳の使い方を学習する。しかし、２０の国を１つづつ全員で調べていても飽きてく
るので、ティーム毎に調べてみたい国を選択し、いち早く地図上で見つけたティームにその国
について調べ、錐表す愚権利を与えることにした。教室の太き趣世界地図に２０ヶ国の地理チェ
ックが済んだ後、それぞれが担当の短いコラムを読み、まとめる。アジアはお正月の日程が１月
１日ではない鰯があるので、発表するポイントをそ蜘ぞれにもたせ鳥。発褒をクイズ形式で行う
と、２０ヶ国について、蕊中して聞くことができる。発表後、教Ililiのまとめで次時には、日本の
正月について調べること聾宣言し、下調べをする余裕をもたせる。
②の指導案について
ボランテゴア活動について、考察しな力
察の刺激と芯るように設定した。ポランテ
そのような活動は日常当たり前となってい
見当たらないという文化を知る。文化や生
世界中で当たり前の活動であるということ
アをやりたくないがやらなければ･･･｣、とズ
考 がら、 文化の違う国の考え方を溌料として提示し、 譜
ボ ィアは直主的なものであるとし ている日本とは違う、
Bボランティア」や「ありがとうて、 を表す言葉も：
活の通いはあるものの、 人と助け合うという漏勤は、
ことを受け止めるこ とができる。そのため、「ポランティ
とか『ポランテポアをやっただけの見返りを期待」 など
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経譲者からの言葉腱感じ取ることができる。することは、考えられたj:いことであると、
③の指導案について
抱鑓をまこれから子どもたちが迎える中学校生涜に対して、ケニアの中学生の生活を知り、
｢環境が鍵わ趣〈ても勉強していて繩とめるた坊の刺激教鞍とする。「ケニアは大変だと思う」
いと患う」という素直芯感想が111てく愚ことだと想定している。しかし、その灘見審直接に職 Ｒ
ということを視野に入れる活動に臨む０ これは、<のではなく、この話を聞いて自分はどうか、
自分に投影して考えることでケニアの文化ケニアの実糖に対する感想で終わらせることなく、
そして、この文化比較で、優劣をつげるのでを受け入れるた砧ﾘﾆ効果ii《]であると瀞えられろ。
その通いから釿たな見方を湾えること醤目標としている。I式決してなく、
④の擴導案（の擶導案について 揮剖
と共に行う英語活動で、英語を薗然に聞いたり話したALTmssista凪tLanguageTeacher）
鑑本的な調理に関する蝋譜（chop，調理実習という時澗と合科して考案した。りできるよう、
bakamix等） 行動を伴うことで言葉巻雷葉で解説する必要を感じることなくを教えながら、
取り組むことができ鳥｡ただ、この指導案では｣'二挽肉がｊｉ１いられており、実際に学校で調理す
ることは不可能であるが、各国から訪れるＡＬＴの文化紹介を体験をもむて行うことの実践例と
して計画してみたものである。担任教師とＡＬＴとのzj輔i打ち合せ、ＡＬＴの文化を理解しよう
とする気持ちを教師嵐身が持つことが不可欠である画
⑤の指導案について
ツト教育が雛々盛んになることが想定されており、 各学校、学級がホームページ巻インターネ
容易につくる総代lこなってくる。そこで、第4学年ということ巻考慮して、ホームページに各自
の鬮己紹介を職せる、という目的意識を持った上で、自己紹介を英語で発慧する、という活動
後々譜外国の子どもたちとの交流ホームページ謹一渡作ってしまえば、に取り組み易くする。
ただし、実際に外新たに吸収したものを用いて更新し続けることも容易である。にも役迩ち、
国の小学校との交流をもつには、 ボランティアの人々や教師自身の勉強が必要となってくる。
⑥の指導案について
Ｅ1本に在留する外国人の人数は、難成10年末には、151万2116人（総人口の約1.2％）と
なっている（文部省「教育改革Ｑ＆Ａ」ｐ,159)。地域により偏りはあるだろうが、身近に活躍
する外国人を知るようになってきている。そこで、日本での生活に適応しながら、目本譜を勉
強している人々の中から、日本繕でのスピーチを依頼する。そして、子どもたちは、実際に外
今後日本が国際化していくため鰹、自分た国人が日本での生活についての意見を述べる中で、
ちができることばないか、と考察する。身近に活動できることを考え、ボランティア瀞柳を養
うことにもつ蔵げる。
⑦の鵜導案について
『謝を藤right"、左を"left鯛という』、軟どと教え込むのでばなく、Mii１つたり歌ったりして、
<9） 創息’
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実際に頭と体と耳で多くの英語に触れ、口ずさむことが出来るようになるためlこ効果的である。
反復して練習を行い、他の時間にALTがクラスに訪れた時など、また復習できる。蝋れて来ると、
従来の歌詞の順番ではなくとも、教師らによる歌に合わせて鵡体を動かすようにも出来る。111巻
間で完結する活動ではなく、各授業の要所に取り入れていくことができる。
これらの指騨案は、どの教科の中にも少し国際的蔵視野に立った内容を雛り込むことでしか
芯い。これは、国際理解教育をすべての学校教育活動において取り上げることが必要であると
考えられるからである。もちろん、文化について考察したり自分の意見を持たせる為に、騰間
を要する。しかし、英語を英語として、また異文化を異文化理解の時職として常に糠別に取り
上げることが蝋に必要ぼのではない。それは、根本に子どもたちが鬮分と異なる噸象に対して、
寛容になることを目的としてあるからである。様々雄体験、臘考の葛藤態どを通して、受容す
る態度を護っていくことは、共通の目標である。
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HConclusion】
鬮際理解は、教育の不易と流行の両iiiiを持ち合わせている。つまり、時代と共に必要となっ
てきている国際社会における「コミュニケーション能力育成」という流行的部分と、いつの騨
代も変わら葱い、他者を思いやる気持ちを育てる「人権」の不易的部分の臓繭である。グロー
バル趣課題が多くある現代は、１Ｍ；界１１１で鬮際理解教育を行っていく懲義がある。
Ｈ本で賛否が問われているものの－つに、小学校における英語教腎がある。英語や欧米文化
に対する劣等感をもっているようで、英語教育導入に対しての批判はある。しかし、現在はど
この1国でも英語教鴬が必要であると認識されている。これは、峡米に迎合しているのではなく、
国際語としての英語を誰でも利用できるように江溺ための教育なのである。
だが、英語さえできればコミュニケーションできるわけではない。蕊者は、海外に渡ったら
『こんにちは」「ありがとう」などの藤本的な現地の言葉は習得しておくべきであると考えてい
る。それを勉強した、知ろうとした、という蕊実が迎える側としてば嬉しいものではないか。し
かし、その蕊木崎態外国語を習得するのは、モチベーションさえあれば翰識でもいつでもでき
るものである。そこで、学校においてはベースと癒る英語を取り上げること、また、モチベー
ションをいつでも持てるように、異文化に対して興味をもてる教育活動を展開することが電要
である。
この異文化を理解しようとする教育は、人権尊霞の態度につながる。
「人権は侵して憾較らない平等の権利ｊ「鑑別はいけ戦い」ぱど、十分に知らされてきた。だ
が、実際にどのように人権騨爾を行えばいいのか、という教育を受けてきた人は少菰いであろ
う。日本人は画一的文化の中で育ち、蕊礎なものに蕊容な態度が奴れ芯いと言われている。自
》と連分と違うことを受けとめ、 認めることが人との関わりの中で大切である｡ まず、「自信のもて堤
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大切薄自分」という気持ちを誉て尤上で、他者に対して同じように思いやりを持つことが人権
尊鬮の基本である。マザーテレサは、「愛の反対は無関心』と言っている。他者や蘂文化に無
関心な入職、それぞれの人権を騨璽していばいと言いきれるのかもしれない。人権騨霞の態度
を育成するために、鍵文化に限らず常に他者に対して寛容な態痩を育て、今後の国際人として
円
⑨
５
の欝質を全ての子どもに膏てていきたいｃ
萌
畭
閉
刑
醐
服
的
別
も
巳
⑨
Ｒ
勤
氏
教師は、時代の要請に応える教育を展開するためにも、綱かれた学校の中で熟子どもと共に
学ぶという姿勢を忘れずにいたい。また、教育臆常に不易と流行の部分を持ち合わせていると
湾え、臆することなく縢代にIiljNiliiiした教育に取り組んでいきたい。
国際理解の現論文を醤〈に至るまで導き多くの賢料と助當を下さった轌'1M浩先生、最後に、
ここまで自分の場の悩報等を詳細に知らせて下さった佐藤令子先生に深く感謝したい。また、
望む学閥を修めるために支えてくれた家族にも、その理解と協力に感謝するｃ
参譜文献（省略）
盗料（省略）
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